
【現行】　生物多様性たからづか戦略

基本理念 理念 目標 行動方針 基本施策 具体施策

（1）重要地域の保全

（2）森林の保全

（3）田園地域・里地里山保全

（4）南部ため池の保全

（5）公共事業における自然環境の保全

（1）自然再生の推進

（2）市街地の生態系再生・保全

（1）みどりと水のネットワーク化

（2）河川や道路などの整備における連続性の確保

（1）野生生物に関する基盤情報整備

（2）野生鳥獣の保護・管理

（3）外来生物への対策

（1）意識改革の推進

（2）有機・減農薬栽培と地産地消の推進

（3）生態系に配慮した産業の推進

（1）生物多様性への関心向上

（2）自然との触れ合いの場創出

（1）環境学習の推進

（2）学習効果の発表機会創出

（1）拠点施設の設置

（2）担い手の育成

（3）活動団体の支援

（4）各組織間の連携

【改定案】　第2次生物多様性たからづか戦略

理念 行動方針 基本施策 施策

（1）重要地域の保全 ～30by30の推進～

（2）公共事業における自然環境の保全

（1）侵略的外来種の早期発見・防除

（2）特定外来生物への適切な対策

（1）野生生物に関する基盤情報整備

（2）野生生物の保護・管理

（1）市街地の緑化推進

（2）みどりと水のネットワーク化

（3）生態系を活用した防災・減災

（1）田園地域・里地里山の保全・再生

（2）地産地消の推進

（3）生態系に配慮した産業の推進

（1）生物多様性への関心向上と参加の促進

（2）自然との触れ合いの場創出

（3）環境学習・教育の推進

（1）活動団体の支援・連携

（2）参加とつながりの拡大

（3）OECMへの登録推進

（1）継続的な調査の実施

（2）情報収集・蓄積の仕組みづくり

生物多様性を保全・育成・
再生し、その恵みを次の世
代へ引き継ぐまち「たから
づか」

【共生】
すべての命が
共生・共存

【循環】
恵みが巡る命
の循環

【参加】
命を育てる地
域参画

①ふるさとの生物多
様性を保全するまち

②自然の恵みを持続
的に利用しているま
ち

③自然の恩恵を大事
にするまち

郷土の生物多様性を保
全・再生する

1.生態系の保全・再生

2.まちの中に自然を再生

3.生態系ネットワークの形成促
進

4.野生生物の保護管理

生物多様性の恩恵を持続
的に利用する

5.生物多様性の恩恵利用

生物多様性を学び・守り
育てる社会づくり

6.生物多様性の普及啓発

7.生物多様性の教育推進

8.生物多様性を育む体制づくり

めざす姿

生物多様性を保全・再生
し、その恵みを次の世代へ
引き継ぐまち「たからづ
か」

【ネイチャーポジティブ】
①生物多様性が保全・再生され、ネイ
チャーポジティブ（自然再興）が実現
している。

【サステナブル・ライフ】
②くらしと自然が調和し、自然の恵み
を永続的に享受できるまちがつくられ
ている。

【みんなでアクション】
③生物多様性を学び、考え、自然と触
れ合う機会が充実し、様々な主体が関
わりながら活動している。

自然を保全・再生する

1.生態系の保全・再生

2.侵略的外来種の防除

3.野生生物の保護管理

自然と共生し、その恵み
を持続的に利活用する

4.自然と共生するまちづくり

5.生物多様性の恩恵利用

自然を学び、関わりなが
ら未来へつなぐ

6.生物多様性の普及啓発

7.生物多様性保全への参加の支
援

8.生物多様性に関わる情報の収
集・蓄積


